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街

松
前
藩
ゆ
か
り
の

古
刹
を
訪
ね
て

日
本
最
北
の
城
下
町
に
残
る

取材・文：小林桂子　撮影：小倉直子

若
狭（
福
井
県
）か
ら
渡
っ
た

二
人
の
僧
侶
が
伝
道

　

松
前
家
の
祖
は
、
若
狭（
福
井
県
）の
武

田
家
の
血
を
引
く
武
田
信
広
に
始
ま
る
。

そ
の
信
広
の
縁
者
と
言
わ
れ
る
若
狭
の
僧
、

伝
心
随
芳
和
尚
が
文
明
元
年（
一
四
六
九

年
）、
奥
尻
島
に
草
庵
を
結
ん
だ
の
が
北

海
道
内
で
の
曹
洞
宗
の
起
こ
り
と
さ
れ
る
。函館▶◀江差

松前城

松前城バス停

法源寺
龍雲寺

法幢寺

役場

松前藩屋敷
松前家
墓所
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こ
の
草
庵
が
法
源
寺
の
開
創
で
も
あ
り
、

奥
尻
島
か
ら
上
ノ
国
を
経
て
大
館
へ
と
移

り
、
延
徳
二
年（
一
四
九
〇
年
）、
松
前
の

地
に
築
か
れ
た
。

　

道
内
に
曹
洞
宗
を
開
い
た
も
う
一
人
の

僧
が
、
同
じ
く
若
狭
神
通
寺
の
天
室
宗
源

和
尚
で
あ
る
。
文
明
二
年（
一
四
七
〇
年
）、

松
前
大
館
に
法
幢
寺
を
建
立
す
る
が
、
戦

禍
に
よ
っ
て
焼
失
。
天
文
十
五
年（
一
五
四

六
年
）、
現
在
の
地
に
再
建
さ
れ
た
。

　

江
戸
時
代
に
は
法
源
・
法
幢
両
寺
に
末

寺
が
開
か
れ
、
法
幢
寺
は
触
頭
に
任
ぜ
ら

れ
る
な
ど
、
藩
と
係
わ
り
の
深
い
寺
と
し

て
、
と
も
に
繁
栄
を
極
め
た
。

　

法
幢
寺
は
焼
失
後
、
蠣
崎
家
三
代
義
広

と
四
代
季
広
の
二
代
に
わ
た
る
尽
力
に
よ

っ
て
再
建
、
松
前
藩
の
成
立
に
と
い
も
な

い
、
松
前
藩
主
の
菩
提
寺
と
な
っ
た
。
境

内
裏
手
に
は
歴
代
藩
主
と
そ
の
室
や
子
を

祀
る「
松
前
藩
主
松
前
家
墓
所
」も
あ
り
、

五
十
五
基
の
墓
碑
が
ひ
っ
そ
り
と
並
ぶ
。

　

一
方
、
法
源
寺
は
初
代
武
田
信
広
と
二

代
蠣
崎
光
広
の
菩
提
寺
で
あ
り
、
い
ず
れ

の
寺
も
藩
と
ゆ
か
り
の
深
い
古
刹
と
し
て

永
い
歴
史
を
歩
み
続
け
る
。

1法幢寺山門　戦禍を免れ、天保9
年（1833年）当時のままの姿を留め
る。左右に四天王を配した四天王門
2向かって右側の四天王
3手入れの行き届いた法幢寺の境
内。本堂は箱館戦争での焼失後に再
建された

取材にご協力をいただいた法幢寺三十一世
木村清韶住職（右）と副住職の木村清憲師

■1

■2

■3

日
本
最
北
の
城
下
町
、
松
前
町
。

そ
の
繁
栄
は
、「
松
前
の
春
は
江
戸
に
も
な
い
」と
言
わ
し
め
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
が
、

や
が
て
幕
末
の
動
乱
期
、

新
政
府
側
に
つ
い
た
松
前
藩
は
旧
幕
府
軍
の
攻
撃
に
よ
っ
て
落
城
、

町
の
三
分
の
二
を
焼
失
し
た
。

そ
し
て
、
城
下
の
寺
も
ま
た
焼
き
払
わ
れ
た
。

し
か
し
、
寺
町
に
い
ま
も
残
る
藩
と
ゆ
か
り
の
深
い
古
刹
は
、

史
跡
・
文
化
財
と
し
て
も
貴
重
な
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

北
海
道
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寺
男
の
機
転
で

焼
け
ず
に
残
っ
た
最
古
の
寺

　

も
う
一
ヵ
寺
、
松
前
の
古
刹
の
中
で
も

創
建（
改
築
）当
時
の
姿
を
ほ
ぼ
そ
の
ま
ま

に
留
め
て
い
る
の
が
龍
雲
院
で
あ
る
。

　

公
家
か
ら
輿
入
れ
さ
れ
た
、
七
代
公
広

の
正
室
桂
子
夫
人
が
、
長
男
の
栄
達
を
祈

っ
て
建
立
し
た
も
の
で
、
山
号
・
寺
号
は

桂
子
夫
人
と
長
男
の
戒
名
に
由
来
し
て
い

る
。
建
立
は
寛
永
二
年（
一
六
二
五
年
）。

本
堂
と
庫
裏
は
天
保
十
三
年（
一
八
四
二

年
）に
建
て
替
え
ら
れ
た
が
、
戦
禍
を
唯
一

免
れ
た
こ
の
寺
は
、
松
前
に
残
る
寺
院
の

中
で
も
最
も
古
い
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。

　

箱
館
戦
争（
戊
辰
戦
争
）で
多
く
の
寺
が

焼
き
払
わ
れ
た
中
、
こ
の
寺
だ
け
が
焼
け

ず
に
残
っ
た
の
は
、
寺
男
の
機
転
に
よ
っ

て
難
を
逃
れ
た
か
ら
だ
と
伝
え
ら
れ
る
。

4法源寺山門　江戸時代中期のものと思われる四脚門で、道内最古の山門
と言われる（国指定文化財）
5法源氏山門から本堂へと続く境内の参道
6「双竜の滝」が流れる法幢寺の庭園。松前城への導水路を兼ねて造られた
7惣門越しに眺める龍雲院の境内。松前で唯一戦禍を免れた最古の寺
8龍雲院本堂の彫刻　戦禍を免れた本堂に残る欄間彫刻（本堂を含む五棟の
伽藍が国重要文化財指定）

11松前家御霊屋　戦禍を免れた貴重
な仏堂。堂内には歴代藩主の位牌が
祀られている（法幢寺）
12松前藩主松前家墓所　19代にわた
る歴代藩主とその室、子などを祀る
55基の墓碑が静かに並ぶ
13松前家墓所へと続く参道。竹林が
茂る趣のある風景

9緻密な彫刻が残る龍雲院惣門の扉（国重要文化財指定）
10龍雲院の鐘楼（国重要文化財指定）

「
無
高
の
藩
」で
あ
り
な
が
ら

繁
栄
を
誇
っ
た
往
時
を
偲
ぶ

　

日
本
最
北
の
藩
で
あ
る
松
前
藩
。
米
が

取
れ
な
か
っ
た
た
め
に「
無
高
の
藩
」と
呼

ば
れ
た
が
、
蝦
夷
地
の
産
物
を
一
手
に
掌

握
し
、「
松
前
の
春
は
江
戸
に
も
な
い
」と
言

わ
れ
る
ほ
ど
の
繁
栄
を
遂
げ
た
。
北
前
船

の
交
易
に
よ
っ
て
上
方
文
化
も
浸
透
し
、

幕
府
か
ら
は
北
方
警
備
の
任
を
賜
る
ま
で

に
至
っ
た
が
、
幕
末
動
乱
期
の
度
重
な
る

戦
禍
に
よ
っ
て
町
は
焼
失
。
多
く
の
寺
も

ま
た
、
藩
士
に
よ
っ
て
焼
き
払
わ
れ
て
し

ま
っ
た
。
現
在
の
伽
藍
は
、
そ
の
後
再
建

さ
れ
た
も
の
が
ほ
と
ん
ど
だ
が
、
焼
失
を

■4■5
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■11

■12
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日
本
最
北
の
藩
、
松
前
藩
。
そ
の

居
城
で
あ
っ
た
松
前
城
は
、
天
守
閣

を
誇
る
城
と
し
て
は
日
本
で
最
後
に

建
て
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
安
政
元

年（
一
八
五
四
年
）、
十
七
世
松
前
崇

広
に
よ
っ
て
築
城
さ
れ
、
北
方
警
備

の
必
要
を
幕
府
に
命
じ
ら
れ
て
の
備

え
で
あ
っ
た
。
設
計
は
兵
学
者
の
市

川
一
学
。

　

し
か
し
、こ
の
城
は
箱
館
戦
争（
戊

辰
戦
争
）で
、
新
撰
組
副
長
の
土
方

歳
三
率
い
る
旧
幕
府
軍
の
攻
撃
に
よ

っ
て
あ
っ
け
な
く
落
城
し
た
。
そ
の

時
の
砲
弾
の
あ
と
が
い
ま
も
石
垣
に

残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
後
、
明
治
四
年（
一
八
七
一

天
守
閣
を
誇
る
日
本
最
後
の
城

松
前
城

 「
松
前
の
春
は
江
戸
に
も
な
い
」と

言
わ
れ
る
ほ
ど
の
繁
栄
を
謳
歌
し
た

松
前
城
下
。
幕
末
に
は
三
万
人
も
の

人
が
暮
ら
し
た
と
い
う
城
下
町
の
賑

わ
い
を
再
現
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク
が

「
松
前
藩
屋
敷
」だ
。

　

こ
こ
に
再
現
さ
れ
た
建
物
は
十
四

棟
。
蝦
夷
地
に
出
入
り
す
る
あ
ら
ゆ

る
物
や
人
か
ら
税
を
徴
収
し
た
と
い

う
海
の
関
所「
沖
の
口
奉
行
所
」や
、

北
前
船
の
交
易
で
財
を
築
い
た「
商

家
」、
藩
士
の
屋
敷
を
再
現
し
た「
武

家
屋
敷
」な
ど
な
ど
、
ま
る
で
江
戸

時
代
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ
し
た
か
の

よ
う
な
リ
ア
ル
な
世
界
が
体
感
で
き

る
。

　

武
家
屋
敷
な
ど
は
、
靴
を
脱
い
で

屋
敷
内
ま
で
も
見
学
す
る
こ
と
が
で

き
、
当
時
の
暮
ら
し
が
垣
間
見
え
て

楽
し
め
る
。ま
た
、「
廻
船
問
屋
土
蔵
」

に
は
実
際
の
北
前
船
を
十
分
の
一
に

縮
小
し
た
レ
プ
リ
カ
も
展
示
さ
れ
て

い
る
。

城
下
の
繁
栄
を
再
現
し
た
テ
ー
マ
パ
ー
ク

松
前
藩
屋
敷

歴史と文化が薫る城下町

年
）の
廃
藩
置
県
の
施
行
に
よ
っ
て

城
は
明
治
政
府
の
も
の
と
な
り
、
天

守
と
本
丸
施
設
以
外
の
建
物
は
取

り
壊
さ
れ
た
。
昭
和
十
六
年（
一
九

四
一
年
）、
天
守
と
本
丸
御
門
、
本

丸
御
門
東
塀
が
当
時
の
国
宝
に
指

定
さ
れ
た
が
、
昭
和
二
十
四
年（
一

九
四
九
年
）松
前
町
役
場
か
ら
の
出

火
が
飛
び
火
し
、
天
守
と
本
丸
御
門

東
塀
は
焼
失
し
て
し
ま
っ
た
。

　

再
建
さ
れ
た
天
守
は
、
現
在
松
前

城
資
料
館
と
し
て
公
開
さ
れ
て
い
る
。

な
お
、
本
丸
御
門
は
重
要
文
化
財
、

本
丸
表
御
殿
玄
関
は
北
海
道
有
形

文
化
財
指
定
。

免
れ
た
山
門
の
造
形
美
や
装
飾
の
見
事
な

技
に
歴
史
の
重
み
が
う
か
が
え
る
。

　

繁
栄
の
中
心
は
、
そ
の
後
函
館
や
札
幌

へ
と
移
っ
て
い
く
が
、
史
跡
・
文
化
財
が

い
ま
も
残
る
城
下
の
風
情
や
、
参
道
の
大

樹
一
本
に
さ
え
、
往
時
を
偲
ぶ
歴
史
の
息

吹
が
感
じ
ら
れ
る
。
春
の
桜
は
有
名
だ
が
、

秋
の
景
色
も
な
か
な
か
に
美
し
い
。

14松前家御霊屋内の天井に
描かれた花鳥画（法幢寺）
15法源寺経堂の欄間に施さ
れた竜の彫刻

■ 開館時間：9時～17時（4月上旬～11月上旬）
■ 入館料：大人 350円・小人 230円

重要文化財指定の本丸
御門（手前）と鉄筋コン
クリート造で再建され
た天守閣

本丸表御殿玄関（道有形文
化財指定）の欄間彫刻

北前船の交易で莫大
な財を築いた実在の
商家「近江屋」を再現

「廻船問屋土蔵」に展
示された北前船のレ
プリカ

道内では松前にしか
ない白花タンポポ

■ 開館時間：9時～17時（4月～12月）
■ 入館料：大人 350円・小人 230円

■14

■15
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